












要約:小児期における成人病の危険因子と成人病発生との関係を研究する目的で,長期迫跡

を目的としたコーホート調査を開始した。本年度は小学生 633 名,中学生 107 名に対して,

生活習慣アンケート調査,成人病予防健診(肥満度測定,血圧測定,血液脂質検査等)を実施

し,その結果を解析した。3 歳児に対しても生活習慣調査を行なった。今回の健診で成人

病危険因子ありと判定された集団に対しては介入(個別通知および集団健康教育)を行ない、

1 年後にその効果を再調査する。今後,毎年,小学 1,5 年,中学 1,3 年の各学年に対して,同

様のシステムで健診を継続して行なう予定である。


